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１．技術開発の背景及び契機

我が国の高度経済成長期に大量に建設されたコンクリート構造物の維持管理の重要性が近年、
益々高まっています。このような背景から、海岸からの飛来塩分の影響や凍結防止剤の散布等に
よる塩害対策に関する技術開発が各方面で精力的に進められています。N－SSI工法は（財）鉄道
総合技術研究所と旧日本道路公団試験研究所において共同開発された塩害対策工法です。

２．技術の内容

N－SSI工法では施工概念図のように鉄筋に防錆ペーストを塗布、周囲に防錆モルタルを施工し、
高耐久性の断面修復材を用いて補修します。鉄筋の半分が露出するまでかぶりコンクリートをはつ
るのを原則としていますが、鉄筋腐食が相当に進行している場合には、鉄筋背面までコンクリートを
はつります。防錆ペースト、防錆モルタルおよび断面修復材には塩分吸着剤が含まれています。

３．技術の効果

塩分吸着剤にはにコンクリート中の塩化物イオンを吸着し、鉄筋防食効果を有する亜硝酸イオンを
放出する機能があります。塩害劣化した構造物では鉄筋の残存錆を完全に除去することが不可能
ですが、塩分吸着剤は錆層に残留した塩分さえも吸着・無害化するため再劣化の心配がありませ
ん。また、躯体コンクリート中の塩化物イオンを吸着すると同時に、亜硝酸イオンを放出するため、
腐食環境を防錆環境に改善します。

４．技術の適用範囲

N－SSI工法は海岸からの飛来塩分の影響や凍結防止剤の散布等によって塩害を受けたコンク
リート構造物に適用できるのは勿論ですが、塩分吸着剤には塩分がなくても亜硝酸イオンを放出す
る機能を持っていますので、かぶり不足や中性化による鉄筋腐食に対しても高い防錆効果が得ら
れます。また、コンクリート中の塩分量に応じて防錆ペーストや防錆モルタルを組み合わせて補修
することができます。

５．活用実績

国の機関180件　（九州 10 件、九州以外170件）　
自治体 329件　　（九州　46件、 九州以外 283件 ）　
民　 間 295 件　　（九州 25件、 九州以外 270件 ）　
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６．写真・図・表

長 期 的 に 抑 止 す る こ と で す 。

SS Ｉ 工 法 が 従 来 工 法 と 決 定 的 に 異 な る の は
鉄筋および その周辺の塩分を低減し、鉄筋の腐食を

塩害を受けた構造物の補修では、腐食鉄筋の錆を
完全に除去できないため再劣化が懸念されます。
これに対し、本工法は塩分吸着剤により鉄筋表面の
残 存 錆 層 に 存 在 す る 塩 分 を 吸 着 す る た め 、
再　劣　化　を　防　止　で　き　ま　す　。
塩分吸着剤はイオン交換により、鉄筋腐食原因であ

SSI工法における塩分吸着剤のイオン交換はコンクリート厚さ約３ cmまで効果がある。これによ
り、断面修復施工面から３cm奥の部分までを防錆環境に変えることで従来工法よりハツリ作業及び断面
修復厚さを３ cm減らすことが出来る。その結果、施工費と工期の約３０％の低減が可能となる。

る塩化物イオン(Cl-)を吸着し防錆効果のある亜硝酸
イオン(NO2-)を放出します。この効果により、腐食環境
を 防 錆 環 境 に 変 え る こ と が で き ま す。

SSI 工法施工状況左官施工

SSI 工法の特徴① 塩分吸着剤

SSI 工法の特徴② 施工費、工期の低減

塩分吸着剤による鉄筋腐食防止のメカニズム

吹付施工


